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大分市教育施設 

整備保全計画 

連携 
 
 

調整 

大分市公共施設等総合管理計画 

基本方針 

大分市総合計画 

大分市公共施設白書 

 

大分市行政改革 

推進プラン 

 

大
分
市
イ
ン
フ
ラ
等
の
現
状 

分野別方針 

個別計画 個別計画 
個別施設 

計画 

■教育施設整備保全計画の位置づけ 

 教育施設184施設、59.5万㎡のうち、小中学校が83％を占

めています。築30年以上を経過する大規模改修や建替えが必

要な建物が55％あり、10年後には８割近くまで増加します。 
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築10年未満
6.8万㎡(12%)

築19～10年
6.3万㎡（11%)

築29～20年
13.8万㎡(22%)

築39～30年
19.0万㎡(32%)

築49～40年
10.7万㎡(18%)

築50年以上
2.9万㎡(5%)

対象施設延床面積
59.5万㎡

市民1人当たり
1.2㎡

築20年以上46.4万㎡(78%)

建物平均築年数
32.9年

（床面積ベース）

新耐震基準(昭和57年以降)
34.6万㎡(58%)

旧耐震基準(昭和56年以前)
24.9万㎡(42%)

築30年以上 32.6万㎡(55%)

大分市美術館

のつはる少年自然の家

市営陸上競技場

アートプラザ

歴史資料館

学校給食
東部共同調理場

学校給食
西部共同調理場

小学校

中学校

その他教育系施設

幼稚園

公民館
ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設

築30年以上 

建設が集中 

■築年別整備状況 

 教育施設整備保全計画は、公共施

設等総合管理計画を上位計画として、

教育施設を対象に、中長期的な維持

管理に係るトータルコストの縮減及

び予算の平準化を図りつつ、学校施

設に求められる機能・性能を確保す

ることを目的としています。 

小・中学校

492,552㎡

83%

幼稚園

14,843㎡

3%

公民館

26,082㎡

4%

その他教育系施設

18,512㎡

3%

10年後は８割が老朽化 

小中学校が教育
施設の83％ 

１．学校を取り巻く現状と課題 

大分市教育施設整備保全計画 概要版 
～教育施設の将来に向けて～ 
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【教育施設（全体）】

3,282 3,316 3,019

2,010
2,627

1,674 1,763

1,315

1,114

1,467

590 292

303

397

345

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

H22 H23 H24 H25 H26

耐震改修費 その他（委託料、土地、備品、消耗品等） 耐震改修以外の工事請負費

55億円
54億円

46億円

35億円

44億円

50億円 51億円

43億円
31億円

41億円

投資的経費
47.0億円/年

耐震改修費

その他（委託料、土地、備品、消耗品等）

耐改修以外の工事請負費

耐震改修費を除いた投
資的経費43.1億円/年

大分
▲6.5%
（▲13,222人）

稙田
▲16.4%
（▲14,180人）

明野
9.1%
（1,932人）

鶴崎
▲12.8%
（▲9,550人）

大在
20.8%
（5,675人）

坂ノ市
9.1%
（1,615人）

佐賀関
▲43.0%
（▲4,450人）

大南
▲8.7％
（▲2,424人）

野津原
▲25.2%
（▲1,094人）

凡例
人口増減率（平成２２年～平成５２年）

▲20％以上
0％以上▲20％未満
0％以上20％未満
20％以上

その他（委託料、土地、備品、消耗品等） 

耐改修以外の工事請負費 
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昭和55 昭和60 平成2 平成7 平成12 平成17 平成22 平成27 平成32 平成37 平成42 平成47 平成52

小学校1校あたりの学級数 中学校1校あたりの学級数 総数 小学校児童数 中学校生徒数

平成27年5月1日現在

小学校児童数

29,609人(現在の76%)

(人) (学級)

(年度)

<総数ピーク>
昭和61年度

58,960人

<生徒数ピーク>
昭和62年度

20,649人

<児童数ピーク>
昭和58年度

40,421人

中学校児童数

児童生徒数(総数)

平成52年度（推計）

39.108人(ピーク時の67%)

26,379人(ピーク時の66%)

12,639人(ピーク時の61%) 10,108人(現在の80%)

19,501人(現在の74%)

 本市の総人口は、現状の47.8万

人から今後３０年間で約４万人減少

する見込みです。 

 一方、児童生徒数は、現状の3.9

万人から今後5年間については、ほ

ぼ現状維持ですが、平成52年には

3.0万人（23％減少）に、平成27

年度と比較すると約76％に減少し

ます。 

【児童生徒数の推移】 

■投資的経費の状況 

 最近５年の教育施設に係る投資的

経費は、年平均で47億円、そのう

ち耐震改修費を除いた投資的経費は

約43.1億円です。 

【教育施設（全体）】 

■小中学校の適正配置計画 

【学校の適正配置計画】 

 大分市立小中学校適正配置基本計

画では、対象校を学校規模と建築経

過年数等から基準を定め、H28～

H30年度までの間に中心市街地の

碩田中学校区、市域周辺部の神崎、

野津原中学校区の３つの適正配置を

実施します。児童生徒数の変化が地

域によって異なるため、地域の実状

に応じた適正配置が求められます。 

  

この５年間は
横ばいで推移 

碩田中学校区 

学校の適正配置の実施 

H28～H30 

■人口と児童生徒数の見通し 

（百万円） 

（人） 

地域別人口増減 
平成22年⇒平成52年 

神崎中学校区 

野津原中学校区 

地域によって状況が
異なる 

今後も人口が増える地区 
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 簡易評価の結果、半分近く（ 51棟・43％ ）が長寿命化を行
うのに検討を要する建物となり、そのうち、直近で整備が必要
と考えられる７学校９棟について、詳細評価を実施しました。 

 躯体の健全性については、耐震診断の際のコンクリートの
中性化深さ等のデータを活用し、旧耐震基準の建築物120棟
（小中学校109棟、その他の教育施設11棟）について簡易
評価を実施しました。 

 詳細評価の結果、９棟のうち６棟は80年以上の耐用年数が期
待できる結果となりましたが、金池小学校の北・中校舎、滝尾小
学校の南校舎の３棟は長寿命化不可という結果でした。 
 長寿命化不可の３棟については耐用年数を迎える時点で建替え
を行い、その他の６棟は80年程度の使用を原則とします。 

耐震診断のコンクリートデータを用いた簡易評価 

今後必要な調査・検討フロー 

詳細評価の実施 

２．教育施設の老朽化状況 

■躯体の健全性の状況 

 今後の詳細評価の結果によっては建替えの建物が多くなることが
考えられ維持・更新コストが増加する可能性がある。 

 今後の施設整備について、

旧耐震基準の建物は、躯体健

全性調査及び劣化状況の現地

調査結果等を基に、グループ

ごとの方針に応じて検討を行

うこととします。簡易評価で

長寿命化を行うのに検討を要

すると判定されたグループに

ついては今後３年間で詳細評

価を実施します。また、長寿

命化可能と判定されたグルー

プについては、残りの耐用年

数に応じて適切な改修を行い

ます。さらに、建替えが必要

と判定されたグループについ

ては建替えの時期や手法につ

いて検討を行います。 

 また、新耐震基準建物につ

いては築35年を迎える段階

で長寿命化の可否について調

査を行い、目標耐用年数に応

じた改修を実施することとし

ます。 

 

建物別 
期待出来る使用年数 

計 
60 年未満 60 ～ 80 年 80 年以上 

小中学校、 

幼稚園 

3 ４ 

（ 31 ％ ） 

9 

（ 8 ％ ） 

66 

（ 61 ％ ） 
1 ０ 9 

その他の 

教育施設 

2 

（ 18 ％） 

０ 

（０％） 

9 

（ 82 ％） 
11 

合計 
36 

（ 30 ％） 

9 

（ 8 ％） 

75 

（ 63 ％） 
120 

長寿命化 

不可 

評価結果 

新耐震 
基準の 
建物 

長寿命化 

可能 

さらに 
４０年以上使用 

中性化深さ 

長寿命化改修 

直近 で 
建替え 検討 

残り 20 年以上 
40 年未満 

残り 40 年 
以上 残り 20 年 

未満 

対策可能性 

残り２０年 
程度使用 

圧縮強度 

鉄筋腐食度 

強度不足 

腐食あり 
１ 

２ 

３ 

不可 中規模修繕 

可能 

中性化対策 

詳細評価 

コンクリートの中性化深さ 

※文部科学省「学校施設の 
長寿命化改修の手引き」より 
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 今年度老朽化が進んでいる建物37施設129建物について現地
調査を実施しました。調査の結果、建物を長く使用していく上
で重要な屋上・屋根と外壁について、本市では修繕を定期的に
実施しているため、早急に対応する必要のあるＤ評価はありま
せんでした。ただし、築30年以上の建物に安全上、機能上低下
の兆しが見られるC評価が多く発生しています。 

 外壁の劣化状況 屋上・屋根の劣化状況 
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築10年未満 

築10～19年 

築20～29年 

築30～39年 

築40～49年 

築50年以上 

 校舎では、屋上の保護コンクリートの劣化、防水の破れ、外壁では躯体の爆裂、浮き等が

発生しています。また、体育館では屋根鋼板のさび、外壁パネルの腐食等が発生しています。

これらは、さらに劣化が進展すると躯体に影響するため、計画的な対策が必要となります。 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

概ね良好 

局所、部分的に劣化が見られ、安全上、機能上、問題なし 

随所、広範囲に劣化が見られ、安全上、機能上、低下の兆しが見られる 

劣化の程度が大きく、安全上、機能上に問題があり、早急に対応する必要がある 

 築30年を超えるとＣ評価が目立ってくる。計画的な対策が必要 

体
育
館

校
舎

屋上・屋根 外壁

C評価

判田小 南校舎（中）

(建築後54年)

【改修後7年】

稙田西中 南校舎

(建築後39年)

稙田中 南校舎 (建築後43年)【改修後17年】

坂ノ市中 北校舎 (建築後33年)【改修後23年】

遠景 近景

大在小 体育館

(建築後36年)
長浜小 体育館 (建築後33年)

遠景 近景

遠景 近景

保護ｺﾝｸﾘｰﾄの劣化

爆裂

爆裂

鉄筋の爆裂

接合部の腐食

防水シートの浮き・
汚れ

屋根鋼板のさび

■躯体以外の劣化状況 

※文部科学省「学校施設の 
長寿命化改修の手引き」より 
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従
来
の
修
繕
・
改
修
内
容

■長寿命化改修は行わず、劣化状況に応じた部位ごとの修繕・改修を行い50年程度で建て替える。

20 40竣工
建替え

部位改修（機能回復）

• 屋上防水
• 外壁改修
• 窓枠改修
• 内部トイレ改修
• 空調設置
• 耐震改修
• 体育館非構造部改修 等
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修繕維持費 大規模改修 中規模修繕

長寿命化修繕 緊急修繕 取り壊し等

（億円）

過年度平均費用
43.1億円

1.15倍

将来更新費用
49.7億円/年

建替え

大規模改修

経常修繕

中規模修繕（20年目）

投資的経費

中規模修繕（60年目）

緊急修繕

従
来 

年
20 8040 60竣工

解体

■中間年で大規模改修を行い、機能向上を図る。

長
寿
命
化
の
パ
タ
ー
ン

機能向上
（大規模改修）

機能回復
（中規模修繕）

機能回復
（中規模修繕）

参考：工事内容

経年劣化による損耗、機能
低下に対する機能回復工事

経年劣化による機能回復工事
と、社会的要求に対応するた
めの機能向上工事

経年劣化による損耗、機能
低下に対する機能回復工事

経年による機能・性能の劣化

築20年目
中規模修繕

築40年目
長寿命化改修

築60年目
中規模修繕

 大分市の教育施設整備は、耐震、トイレ、空調改修等の社会的要請に伴う改修や、

屋上防水や外壁等の機能回復修繕を実施し、おおよそ築50年で建替える、建替え中心

型の施設整備を実施してきました。ただし、あと10年経過すると教育施設の８割が築

30年以上の建物となり、建替え、大規模改修のピークを迎えます。 

 従来の建替え中心の整備方法から、各種調査を踏まえた計画的な長寿命化改修等を中心と

した整備方法へ転換することにより、従来と比べ約31％の削減効果がありますが、依然過

年度平均費用の約1.15倍が必要なため、保有量の最適化などさらなる取り組みが必要です。 

 建替え中心から、建

物を80年使用する、

長寿命化に切り替えて

いくためには、計画的

に機能向上と機能回復

に向けた修繕・改修を

実施する必要がありま

す。 

3．長寿命化改修と計画的な保全 

■建替え中心の修繕・改修 

今
後 

■計画的保全による長寿命化 

４．中長期保全計画 
■30年間の中長期保全計画 

長寿命化改修が中心 

20年後は建替え中心 

約31％削減 平均費用72.6億円/年 
（従来の整備方法） 今後の平均費用 

49.7億円/年 

（億円） 
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5. グループごとの整備方針 

○今後3年間で、躯体健全性詳細調査を行います。 

○直近の10年間においては、金池小学校の建替えを行い、その他の施設については長

寿命化改修及び部位改修を組み合わせ、建物の適切な維持管理に努めます。 

○長寿命化改修を行う際は、老朽化した施設をリニューアルすることで、建替えと同

程度の効果を目指します。 

○市民ニーズに対応した環境を整備するため、空調整備やトイレ改修、バリアフリー

への対応等を行い、児童生徒及び施設利用者への利用環境の改善に努めます。 

検討が必要 

長
寿
命
化
可
能 

建築年度は？ 

築20年 

⇒ 中規模改修 
築35～40年 

⇒ 躯体健全性詳細評価 

躯体簡易評価 
長寿命化は可能か？ 

詳細評価 
（Ａグループ） 
16％：42棟 
小：25棟 
中：15棟 
他：2棟 

旧耐震 新耐震 

築40年 

（昭51年） 

建替え 
Dグループ 
1％：3棟 
小：3棟 

中規模改修等 
Cグループ 

13％：37棟 
小：27棟 
中：5棟 
他：5棟 

長寿命化改修 
Bグループ 

12％：37棟 
小：23棟 
中：10棟 
他：4棟 

長寿命化 
可能 

長
寿
命
化 

不
可 

築40年 
以下 

築40年 
以上 

整備計画グループ分けフロー 
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立川市公共施設保全計画 

（改訂版ダイジェスト） 

平成29年3月 
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（平成23～24年度） 庁内検討員会により基本方針を検討・合意形成 

対象施設 ２．劣化状況評価と保全優先順位づけ 

１．建物の維持・更新のあり方の見直し ３．整備レベル・維持管理レベルの見直し 

保有する公共施設 120建物 33.8万㎡ 

これまで築50年程度で建替えていたのを、 

建替えと大規模改修の併用により長寿命化 

全ての施設の劣化状況を技術的視点で 

調査・評価し、保全優先順位づけ 

20年スパン程度で計画的に修繕を実施し、 

長期にわたって建物の状態を良好に維持 

■ 整備レベル 

■ 維持管理レベル 

建替え・大規模改修時のＬＣＣの最適化を図り、

高断熱・高効率化等の機能を向上 
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億円

平成20年度～21年度

決算実績の平均による

40年間
59.9億円/年

40年間
2,398億円

最初の20年間
83.3億円/年

次の20年間
36.6億円/年

建替え

大規模改修

積み残し建替え

積み残し
大規模改修

市民関連施設の平均投資
的経費29.5億円

（平成18年度～21年度）

建替えと大規模
改修が重なる
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億円

老朽箇所修繕 維持補修費 耐震改修
大規模改修（省エネ対応） 大規模改修 建替え
庁舎建設事業費 その他 積み残し大規模改修
積み残し建替え

平成20年度～21年度

決算実績の平均による

40年間
46.2億円/年

40年間
1,850億円

最初の20年間
42.2億円/年

次の20年間
50.3億円/年

建替え

大規模改修

積み残し
大規模改修

市民関連施設の平均投資
的経費29.5億円
（平成18年度～21年度）

5%
4% 4% 6% 3%

9%

3%

6%

3%

スポーツ・レクリエー
ション系施設（3建物）

1万6,151㎡

学校教育施設
30建物

19万3,868㎡
57％

社会教育系施設（13建物）
1万5,066㎡

市民文化系施設（1建物）
1万2,102㎡

供給処理施設（3建物）
9,635㎡

その他（13建物）
2万0,411㎡

行政系施設（14建物）
3万1,592㎡

学習館（5建物）
8,878㎡

福祉保健系施設
（14建物）
1万9,145㎡

子育て支援系施設
（24建物）
1万0,720㎡

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 36 計

屋根・屋上 31.9 11.5 43.4

外壁 15.3 15.3 30.5

外部開口部 92.2 4.8 97.0

バルコニー等 4.6 3.5 8.1

ピロティ軒天 0.1 0.1 0.2

外部雑 3.5 0.8 0.7 5.0

計 147.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 35.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 184.2

内部床 48.3 12.3 60.6

内部壁 75.4 11.6 87.0

内部天井 27.1 4.2 31.2

内部開口部 51.4 7.9 59.4

中間材 1.7 0.0 1.7

内部雑 176.7 29.6 206.2

計 380.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 65.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 446.1

受変電設備 27.2 5.3 32.5

幹線設備 5.9 5.9 11.8

動力･電力･ｺﾝｾﾝﾄ 204.0 38.6 242.6

通信設備 11.2 2.0 13.2

防災設備 6.9 7.8 14.7

中央監視設備 0.0 0.0 0.0

その他電気設備 10.3 0.0 10.3

計 265.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 59.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 325.0

給水設備 13.5 0.9 4.6 19.1

給湯設備 4.7 4.7 9.4

排水設備 4.2 0.5 4.2 8.9

衛生器具設備 37.9 5.8 43.7

ガス設備 0.0 0.0 0.0

消火設備 9.4 3.1 4.4 16.9

厨房設備 0.0 0.0 0.0

排水処理設備 0.0 0.0 0.0

その他給排水設備 0.0 0.0 0.0

計 69.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 23.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 98.0

熱源設備 16.7 0.0 16.7

空調機器設備 89.4 40.5 129.9

ダクト設備 3.4 0.0 3.4

配管設備 9.9 0.0 9.9

換気設備 6.2 9.9 16.1

排煙設備 0.0 0.0 0.0

その他空調換気設備 0.0 0.0 0.0

計 125.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.4 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 175.9

昇降機設備 20.6 0.0 20.6

機械駐車設備 0.0 0.0

その他設備 9.4 0.0 9.4

計 30.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 30.0

門及びフェンス 0.0

計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

耐震改修 0.0

計 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

1,185.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 235.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1,425.5

躯
体

合計

外
構

項　目

外

部
仕

上
げ

内

部
仕

上
げ

電

気
設

備

給
排

水
衛

生
設

備

空
調

換
気

排
煙

設
備

そ

の
他

（百万円）

ポンプの更新ポンプの更新 ポンプの更新ポンプの更新

鉄部塗装鉄部塗装 鉄部塗装鉄部塗装
•防水
•外壁塗装
•サッシ調整
•鉄部塗装

•防水
•外壁塗装
•サッシ調整
•鉄部塗装

•劣化の著しい
•部位の修繕
•既存不適格の対応

•劣化の著しい
•部位の修繕
•既存不適格の対応

•劣化の著しい
•部位の修繕

•劣化の著しい
•部位の修繕

•設備機器の更新
•配管の修繕

•設備機器の更新
•配管の修繕

•空調機更新•空調機更新

•シート防水
•外壁塗装
•サッシ交換
•鉄部塗装

•シート防水
•外壁塗装
•サッシ交換
•鉄部塗装

•仕上げの撤去
•更新
•ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ床研磨
•既存不適格の対応

•仕上げの撤去
•更新
•ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ床研磨
•既存不適格の対応

•劣化の著しい
•部位の修繕

•劣化の著しい
•部位の修繕

•設備機器の更新
•配管の修繕

•設備機器の更新
•配管の修繕

•空調機更新•空調機更新

•設備機器の更新
•配管の修繕

•設備機器の更新
•配管の修繕

•設備機器の更新
•配管の修繕

•設備機器の更新
•配管の修繕

劣化状況に応じて
必要な修繕を選択
して実施

大規模改修 中規模修繕

教育環境
の向上

諸室の整備レベル

少人数学習ｽﾍﾟｰｽ

特別支援教室 等

普通教室の機能向上

多目的室

ラウンジ

学年ごとの共通スペース

等

メディアセンター多目的工房

特別教室の機能向上

等

進路相談室カウンセラー室

相談機能の導入

等

更衣室

更衣室等の整備

ランチルーム

交流機能の導入

等等

職員室の機能向上
（校務センター化）

教室の内装木質化

特別教室
の機能向上

床の木質化

教室内装の更新

耐震安全性
の向上

新たなスペース・機能を追加 既存スペースの機能向上

腰壁の木質化

生活環境
の向上

非構造部材、設備の耐震化

バリアフリー
エレベーター設置

外部
開口部

校舎校舎

体育館体育館

新たなニーズに対応 従来の標準仕様

特に環境配慮及
び安心安全のた
めの機能を確保

して整備
（省エネ・バリアフ

リー・セキュリティ対
策等）

次世代の整備レ
ベルで、環境配
慮及び安心安全
のための機能を

整備

従来の標準的な
仕様

従来の標準的な
仕様

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

外
部
仕
上
げ

屋根・屋上屋根・屋上 外断熱
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

（断熱材50mm）

外断熱
ｱｽﾌｧﾙﾄ防水

（断熱材25mm）

外断熱
シートﾄ防水

（断熱材25mm）

ｱｽﾌｧﾙﾄ/
ｼｰﾄ/塗膜

防水

外壁外壁 外断熱パネル
仕上塗材

（断熱材70mm）

部 位

内断熱
（断熱厚25mm）

打放し光触媒
フッソ樹脂塗装

内断熱
（断熱厚25mm）

複層塗材ＲＳ

オプション選択

引違い窓
ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ

（空気層12mm）

引違い窓
ﾍﾟｱｶﾞﾗｽ

（空気層6mm）

引違い窓
日射調整
ﾌｲﾙﾑ張り

開口部の高断熱化

アルミ製
引違い窓
一般ｶﾞﾗｽ

スチール製
引違い窓
一般ｶﾞﾗｽ

縦型換気ｽﾘｯﾄ
付引違い窓

（Low-eﾍﾟｱｶﾞﾗｽ）

ﾊﾞﾗﾝｽ式逆流
防止窓

縦型換気ｽﾘｯﾄ
付引違い窓

（一般ガラス）

ﾊﾞﾗﾝｽ式逆流
防止窓

引違い地窓

ﾊﾞﾗﾝｽ式逆流
防止窓

引違い窓

ﾊﾞﾗﾝｽ式
逆流防止窓

ﾊﾞﾗﾝｽ式
逆流防止窓

引違い地窓

ﾊﾞﾗﾝｽ式
逆流防止窓

引違い窓

屋上緑化 壁面緑化 庇（Ｗ600）ライトシェルフ

現在
新築（建替え）す

る時の
標準的な仕様

屋上の断熱化

外断熱

計画的な自然換気の確保

計画的な自然換気の確保

等

内断熱

内断熱
（断熱厚25mm）

複層塗材Ｅ 複層塗材Ｅ

断熱なし

アルミ製
引違い窓
一般ｶﾞﾗｽ

スチール
引違い窓
一般ｶﾞﾗｽ

備蓄倉庫

ｱｽﾌｧﾙﾄ/
ｼｰﾄ/塗膜

防水

電気設備

空調換気
設備

冷暖房
/換気

冷暖房
/換気

給水給水

受変電受変電

照明
器具
照明
器具

衛生
器具
衛生
器具

給排水
衛生設備

全熱交換型
換気設備

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式
ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ

一般便器節水型便器節水型便器

自動水栓

直結増圧方式 受水槽方式

太陽光発電

高効率照明器具
（昼光制御）

高効率照明器具
（初期照度補正）

蛍光灯器具高効率照明器具

照明の高効率化

節水型便器の導入

自然エネルギー

蓄電池

冷房化

トイレのドライ化（乾式工法）

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 床：防水の上ﾀｲﾙ

換気扇 換気扇なし
（自然換気）

自家発電 屋内ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

非常時の電源確保（可動式発電機）

屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

高置水槽高置水槽
災害時飲料用

受水槽

給水給水 雨水・中水利用 非常時の水源確保（プール水を利用）

給水

中央方式 ＦＦストーブ

暖房のみ

 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ部 位

電気設備

冷暖房
換気
設備

冷暖房

給水

受変電

照明
器具

給排水
衛生設備

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式
ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ

雨水・中水利用

直結増圧方式 受水槽

太陽光発電

高効率照明器具
（昼光制御）

高効率照明器具
（初期照度補正）

蛍光灯器具高効率照明器具

冷房化

照明の高効率化

自然エネルギー

整備レベル
高 低

屋内ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

高置水槽直結直圧方式

災害時飲料用
受水槽

中央方式 ＦＦストーブ

暖房のみ

換気
全熱交換型
換気設備

換気扇
換気扇なし
（自然換気）

設
備

衛生
設備

（便所） 一般便器節水型便器節水型便器

自動水栓

トイレのドライ化（乾式工法）

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 床：防水の上ﾀｲﾙ

自家発電

蓄電池 非常時の電源確保(可動式発電機)

非常時の水源確保(プールの水を利用)

節水型便器の導入

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ部 位

電気設備

冷暖房
換気
設備

冷暖房冷暖房

給水給水

受変電受変電

照明
器具
照明
器具

給排水
衛生設備

ﾋｰﾄﾎﾟﾝﾌﾟ式
ﾏﾙﾁｴｱｺﾝ

雨水・中水利用

直結増圧方式 受水槽

太陽光発電

高効率照明器具
（昼光制御）

高効率照明器具
（初期照度補正）

蛍光灯器具高効率照明器具

冷房化

照明の高効率化

自然エネルギー

整備レベル
高 低

屋内ｷｭｰﾋﾞｸﾙ 屋外ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

高置水槽直結直圧方式

災害時飲料用
受水槽

中央方式 ＦＦストーブ

暖房のみ

換気換気
全熱交換型
換気設備

換気扇
換気扇なし
（自然換気）

設
備

衛生
設備

（便所）

衛生
設備

（便所） 一般便器節水型便器節水型便器

自動水栓

トイレのドライ化（乾式工法）

床：ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ 床：防水の上ﾀｲﾙ

自家発電

蓄電池 非常時の電源確保(可動式発電機)

非常時の水源確保(プールの水を利用)

節水型便器の導入

新たなニーズに対応 従来の標準仕様
環境配慮及び安
心安全のための

機能を確保

次世代の整備レ
ベル

従来の標準的な
仕様

従来の標準的な
仕様

現在の
標準的な仕様

改修案2
（現状の整備レベル）

改修案1
（省エネ化等）

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
（65点以上） （55点以上65点未満） （45点以上55点未満） （45点未満）

Ⅰ
（高）

Ⅱ
（中）

Ⅲ
（低）

低高

高

低

優先度

１
優先度

２
優先度

３
優先度

４

優先度

２
優先度

３
優先度

４
優先度

５

優先度

３
優先度

４
優先度

５
優先度

６

施
設
重
要
度

総合劣化度

劣化状況の評価基準と評価点

総合劣化度 ＝
総和(劣化状況評価点×重要度係数)

評価の対象部位数
＋築年数

施設重要度

分類 建物数 建物名
行政系施設 市役所

学校教育施設 全小学校・全中学校

その他の行政施設 旧多摩川小学校

供給処理
総合リサイクルセンター、柏町汚水中継ポンプ場、
上砂町雨水ポンプ場

学習館 学習館（柴崎、砂川、錦、幸、西砂）

社会教育系施設
会館（天王橋、滝ノ上、こんぴら橋、羽衣中央、
さかえ、西砂、柴崎、高松、こぶし）若葉図書館

保育園（羽衣、高松、江の島、中砂、柴崎、柏、
　　　　　見影橋　、西立川、栄）
児童館（富士見、西砂、羽衣、若葉、錦、幸）
学童保育所（中砂、大山、高松、柏、けやき台、
　　　　　　西砂、 幸、曙、南砂）

福祉会館（柴崎、一番、曙、幸）　ドリーム学園

総合福祉センター、健康会館

福祉作業所（富士見、栄、一番、羽衣）

スポーツ・
レクリエーション系

市民体育館（泉、柴崎）

旧庁舎

消防団分団（第一～第十）

社会教育系施設 歴史民俗資料館、川越道緑地古民家園、八ヶ岳山荘

市民文化系施設 市民会館

スポーツ・
レクリエーション系

練成館

学校教育施設 特別支援教育等施設

斎場

羽衣地域福祉サービスセンター、柴崎シルバーワークセンター

行政系施設 富士見連絡所、窓口サービスセンター

駐車場（北口第一、南口第一立体、南口第二立体）、
自転車駐車場（南口立体、南口第一タワー、
南口第二タワー、北口第二、北口第三）

中里地区集会所、栄分館、羽衣分館、
商店街活性化施設（チャレンジショップ）

重要度

その他の行政施設

子育て支援系施設

保健福祉系施設

Ⅰ（高）
（市庁舎）

（一次避難所）
34建物

Ⅱ（中）
（二次避難所）
（福祉避難所）

Ⅲ（低）
（その他）

23建物

63建物

行政系施設

保健福祉系施設

高

低

A評価

B評価

C評価

D評価

概ね良好 0点

安全上、機能上、問題なし

劣化状況の評価基準

40点

安全上、機能上、低下の兆しが見られる 70点

安全上、機能上に問題があり、早急に対応する必要がある 100点

評価点

■ ＬＣＣ比較 

改修案１
（省エネ化等の性能向上を図った場合）

改修案２
（現状の整備レベルに合わせた場合）

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,000

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

1,800,00015億8,300万円 15億1,800万円
トータル

4.3％アップ
（6,500万円）

改修費
14億3,300万円 改修費

12億9,400万円

光熱水費
1億5,000万円

光熱水費
2億2,400万円
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1,600,000

1,800,000

光熱水費
33.0％ダウン
（△7,400万円）

レベルの向上で
改修費10.7％アップ

（１.39億円）

（百万円）
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25
年
間
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ

長寿命化の効果 

22.8％圧縮 

年間修繕費  1,500円/㎡ 

（平成22年度） 施設白書作成 

コストと仕様の 
最適解の設定 

（用途ごと） 

  これまでの取組 
 立川市公共施設保全計画（平成24年9月）は、今後の施設整備のあり方を建替えではなく大規模改修

を中心とする整備に切り替える等の基準を設け、今後40年間に係るコストと整備の優先順位を明らかに

しました。本市では現在、この保全計画に従った改修等を実施する一方、平成26年度に定めた「公共施

設あり方方針」に従って再編計画の検討を進めています。 

 本市の24年度の保全計画は、企画・財政・施設課と主要な施設所管課を集めて、１年半にわたり議論

を進め、段階的に合意をとって策定した計画です。 

 対象は、市営住宅等を除いた120建物、33.8万㎡で、これら全て残すことを前提としています。まず

「長寿命化方針」として、これまでは築50年未満で建替えていたものを、建替えと大規模改修の併用に

より築70年までの長寿命化を図り、22.8％のコスト平準化の目途を立てました。次に、すべての施設に

対して、技術者による目視調査を実施、技術的視点により評価し、120建物の劣化優先順位付けを行い

ました。さらに、建替え・大規模改修時に高断熱・高効率等の機能向上を図るため、財政課との調整に

より5％の予算アップの中で最適解を検討し、新たな整備レベルを設定しました。そして、財政制約を

32.8億円に設定し、今後20年間は建替えではなく大規模改修を中心とする整備に切り替え、120の建

物すべての優先順位付けを明らかにしました。これにより、過去数年間、優先順位が付けられずに停滞

していた施設整備や保全工事が動き始めました。 

 しかし一方で、21年目以降は財政制約と大きく乖離する事が明らかとなったため、総合管理計画の方

針として施設の統合・廃止の推進方針を立て、面積総量の圧縮や機能の多機能化・複合化、機能の再配

置等の取り組みを、現在、並行して進めています。 

■ 築50年で建替え 

■ 建替えと大規模改修の併用（築70年で建替え） 

立
川
市
公
共
施
設
保
全
計
画 

（平
成
24
年
９
月
） 

※Ｈ24年当時 

年間修繕費 1,000円/㎡⇒1,500円/㎡ 
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 ４．庁内の合意形成による方針策定 

1） 直近20年間にかかるコストを33.0億円/年に平準化（平成46年度以降は51.7億円） 

2） 今後20年間は大規模改修を中心とする整備に切り替え（整備方針の見直し） 

3） 劣化状況調査を基に120建物すべての優先順位づけ 

4） 当初５年間に該当する施設は改修計画（部位別内訳）を作成 

公
共
施
設
保
全
計
画 

（平
成
24
年
９
月
） 
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今後40年間
総額 1,688億円
年平均 42.2億円

建替 第一小学校 1,013,810

計 1,013,810 0 0 0 0

第九小学校 1,345,900 第六小学校 1,255,817 第五小学校 1,539,641 第七小学校 934,880 第二小学校 1,500,901

富士見福祉作業所 20,201 第八小学校 1,850,471 けやき台小学校 1,432,660 南砂小学校 1,084,932 西立川保育園 151,037

中砂保育園 238,807 見影橋保育園 169,833 江の島保育園 66,547 砂川学習館 199,193

錦学習館 268,307

ドリーム学園 116,641

高松学童 18,229

計 1,604,908 3,106,287 3,142,133 2,086,360 2,254,308

第二中学校 321,112 第四小学校 275,268

第一中学校 420,140

計 0 0 0 741,252 275,268

計 68,473 111,368 16,601 102,434 25,748

その他緊急
修繕　計

269,527 226,632 321,399 235,566 312,252

工事費合計 2,956,718 3,444,287 3,480,133 3,165,612 2,867,576

調査設計費 137,771 139,205 126,624 114,703 108,616

合　　計 3,094,489 3,583,493 3,606,757 3,280,315 2,976,192

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

中規模修繕

大規模改修

大規模改修

51.7億円/年

32.8億円/年

建替え

33.0 

 「立川市公共施設保全計画（平成24年9月）」は、公共施設の維持更新について、対象となるす

べての施設の適切・良好な保全の視点から、施設の長寿命化や効率的な維持管理によりコスト

削減を図りながら、建替え・改修等の優先順位付けを行い、コストの平準化を図った計画です。 

5） 今後５年おきに保全実施状況を把握・検証し、計画を見直し 

 ４．庁内の合意形成による方針策定 

1）直近20年間にかかるコストを 
  33.0億円/年に平準化 
 （平成46年度以降は51.7億円） 

2）今後20年間は大規模改修を 
  中心とする整備に切り替え 
  （整備方針の見直し） 

3）劣化状況調査を基に120建物 
  すべての優先順位づけ 

4）当初５年間に該当する施設は 
  工事実施計画（部位別内訳） 
  を作成 
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今後40年間
総額 1,688億円
年平均 42.2億円

建替 第一小学校 1,013,810

計 1,013,810 0 0 0 0

第九小学校 1,345,900 第六小学校 1,255,817 第五小学校 1,539,641 第七小学校 934,880 第二小学校 1,500,901

富士見福祉作業所 20,201 第八小学校 1,850,471 けやき台小学校 1,432,660 南砂小学校 1,084,932 西立川保育園 151,037

中砂保育園 238,807 見影橋保育園 169,833 江の島保育園 66,547 砂川学習館 199,193

錦学習館 268,307

ドリーム学園 116,641

高松学童 18,229

計 1,604,908 3,106,287 3,142,133 2,086,360 2,254,308

第二中学校 321,112 第四小学校 275,268

第一中学校 420,140

計 0 0 0 741,252 275,268

計 68,473 111,368 16,601 102,434 25,748

その他緊急
修繕　計

269,527 226,632 321,399 235,566 312,252

工事費合計 2,956,718 3,444,287 3,480,133 3,165,612 2,867,576

調査設計費 137,771 139,205 126,624 114,703 108,616

合　　計 3,094,489 3,583,493 3,606,757 3,280,315 2,976,192

平成26年 平成27年 平成28年 平成29年 平成30年

中規模修繕

大規模改修

大規模改修

51.7億円/年

32.8億円/年

建替え

公
共
施
設
保
全
計
画 

（平
成
24
年
９
月
） 

公共施設あり方方針 （平成26年度） 

33.0 

「立川市公共施設保全計画（平成24年9月）」は、公共施設の維持更新について、対象となるすべ

ての施設の適切・良好な保全の視点から、施設の長寿命化や効率的な維持管理によるコスト削

減を図りながら、建替え・修繕等のコストの平準化及び優先順位付けを行った計画です。 

≪参考≫ 

３
つ
の
大
方
針 







４
つ
の
方
策 







  

5）今後５年おきに保全実施状況 
 を把握・検証し、計画を見直し 

削減目標の設定 

① 財政見通し及び将来人口推計を用いて、維持可能な

公共施設の40年後の保有面積総量を推計し、現状と

の保有面積の差を削減目標とします。 

② 面積総量の推計には、面積削減により圧縮されるラ

ンニングコスト等を更新費用へ充当して推計します。 
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32.8億円/年
７万㎡ 

20％圧縮 
33.0 

139



Ⅰ 実施状況及び効果の検証と 
  各種基準等の見直し 

Ⅱ 今後５年間の改修計画の策定 

  保全計画改訂の背景と目的 

Ⅰ 保全計画の実施状況及び効果の検証と各種基準等の見直し 

Ⅱ 今後５年間（平成31年度から35年度）の改修計画の策定 

近年の厳しい財政状況のなか、高度成長期の行政需要やその後の市民ニーズに対応して整備された本

市の公共施設の多くは、建替え・改修の時期を迎えています。 

こうしたなか、平成24年９月に策定した「立川市公共施設保全計画」は、社会的要請、本市の公共施

設を取り巻く課題を踏まえ、保有する公共施設を良好な状態で使用できるよう適切な保全を実施し、快

適な市民利用、ライフサイクルコスト等の縮減を図ることを目的としていました。 

前計画から４年が経過した現在、その実施状況及び効果を検証するとともに、施設状況を最新化し、

今後５年間（平成31年度から35年度）の改修計画を策定（改訂）することとします。 

改訂に係る作業は、概ね以下に掲げる手順に沿って進めます。なお、今後も５年ごとに詳細な計画を

策定し、実施するものとします。 

■ 保全計画改訂のながれ 

40年間の計画（平成24年９月策定） 

集約化・複合化の推
進等との連携検討 

1 保全計画の実施状況及び 
   効果の検証 

２ 各種基準等の見直し 

３ 劣化状況調査 

４ 今後５年間の改修計画 

ア 構造躯体の健全性 

イ 躯体以外の劣化状況 

平成26～27年度の実施状況 

大規模改修 

   （第九小学校、中砂保育園） 

構造躯体の健全性 

修繕・改修サイクルの設定 

建替え・大規模改修時の整備レベルの見直し 

維持管理方法の見直し 

現地調査による劣化状況の把握 

総合劣化度による保全優先順位 

簡易評価と詳細調査 

次の５年間（平成31～35年度）の年度別計画 

保全スケジュールと保全費用 

改修すべき部位 

 （オプション工事、既存不適格等） 

P.9～P.16 

P.17、P.18 

P.5、P6 

P.11､P.12 

P.19～P.22 

優先順位の明確化 

将来的な課題の明確化 

２ 

３ 

20年間のコストを平準化 
33.0億円/年 

１ 
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築50年以上

6.8万㎡
（20.4%)

築40年以上
9.1万㎡
(27.4%)

築30年以上
8.0万㎡
(24.2%)

築20年以上
4.6万㎡
(14.0%)

築10年未満
4.1万㎡
(12.5%)

延床面積
33.1万㎡

学習館

築10年以上
0.5万㎡
(1.5%)

（年度）

（㎡）

新耐震基準(昭和57年以降)
114,597㎡(34.6%)

旧耐震基準(昭和56年以前)
216,374㎡(65.4%)

市民文化系施設

学校教育系施設

行政系施設

保健福祉系施設

その他の行政施設

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設

社会教育系施設

供給処理施設

子育て支援施設

築30年の老朽化施設23.8万㎡
（うち学校18.3万㎡ 77%）

庁舎

第一小学校
（複合施設）

5% 3%
8%

2%

6%
3%

61%

5%
4%3%

学習館（4建物）
6,071㎡

対象とする公共施設
114建物（141施設） 33.1万㎡

学校教育施設
（30建物）
201,207㎡

スポーツ・
レクリエーション系施設

（3建物）
16,036㎡

社会教育系施設（13建物）
13,916㎡

市民文化系施設（1建物）
12,103㎡

子育て支援系施設（22建物）
9,632㎡

保健福祉系施設（14建物）
18,938㎡

行政系施設（12建物）
26,920㎡

供給処理施設（3建物）
10,004㎡

その他行政施設（12建物）
16,145㎡

  対象施設 

 保全計画の対象建物は、114建物（141施設）約33.1万㎡です（市営住宅、競輪場、学校給食共同

調理場、下水終末処理場、清掃工場、野球場、多目的広場、小規模施設、都営住宅・民間施設との共

用施設などを除く。）。 

 そのうち、学校教育施設は約20.1万㎡（61％）を占めています。また、旧耐震基準の建物（昭和56

年以前）は、約21.6万㎡（65％）となっています。 

 大規模改修が必要とされる築後30年以上の建物は、約23.8万㎡（72％）です。そのうち、学校教育

施設は約18.3万㎡（77％）を占めています。 

 今後は、これらの建物の維持・更新に多額の費用がかかることが想定されます。 

■築年別整備状況 

※数値や金額を端数処理しているため、合計が一致しない場合があります。 
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C D D - - - B C C C - C - B - - - A D B - - - - - - - B B - - B - 30.23

A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A 5.80

D B A - - B B B B B - B C - - - - B B - B - - - - - C B B - C A 26.13

B B A - - B B B B B - B C - - - - B B - B - - - - - C B B - C A 25.70

D C B - - - B B B B - B - B B B B - - B B B - B - A B A - B 23.40

A C B - - - B B B B - B - B B B B - - B B B - B - A B A - B 20.06

B D B B - - B B B - - B - - - - B - - - - - - B - - - 28.00

B A B B - - B B B - - B - - - - B - - - - - - B - - - 19.00

B D B B A A B B C B - B B B B A A A C B - A - A - - B - - A 20.36

B B B B A A B B C B - B B B B A A A C B - A - A - - B - - A 18.70

D C B - - - B B B B - B B - - - - - B B - A - B - A B A - A 22.46

A C B - - - B B B B - B B - - - - - B B - A - B - A B A - A 19.76

C D B C - C B A A B - A - - - B A - B - A B - A - - B B 22.90

C C B C - C B A A B - A - - - B A - B - A B - A - - B B 21.30

D D A - - - B B B B - B A B - - - - B B - C - - - B B B - C 24.09

B B A - - - B B B B - B A B - - - - B B - C - - - B B B - C 19.70

C C D D - - B B B B - B - A - - - - - - - - - - - - - 24.97

C C B B - - B B B B - B - A - - - - - - - - - - - - - 22.30

外部仕上げ 内部仕上げ 電気設備 給排水衛生設備

コスト
（千円）

空調換気排煙
設備

その
他設 現

況
劣
化
度

工
事
種
別

差

31,715

5,616

工
事
年
度

建物名
（施設名）

第九小学校
（特別教室
棟）

第三中学校
（管理教室
棟）

大山小学校
（管理教室
棟）

南口立体有
料自転車駐
車場

部位別評価　（上段：平成23年度現地調査　　下段：平成28年度検証）

99栄保育園

若葉小学校
（管理教室
棟）

第十小学校
（体育館）

1,491,550

4,325

14,472

259

3,002

6,718

-3.34

-9.00

第三小学校
（北棟）

幸小学校
（管理教室
棟）

-24.43

-0.43

-2.67

-1.60

-4.39

-1.66

-2.70

修繕・改修工事

主な工事内容

建築外部全面改修
内装リニューアル
エレベーター新設
設備改修（配管共）

屋根防水目地改修
庇部浮き改修

屋上防水全面改修
（立上り、パラペット共）
ルーフドレイン更新

外壁全面改修

Ｄ
評
価
修
繕

外壁部分改修
屋上防水

屋上防水全面改修
（立上り、パラペット共）
ルーフドレイン更新

大
規
模
改

修

　
平
成
26
年
度

外壁軒庇修繕

屋上防水部分改修
外壁全面改修
（ひび割れ補修含む）
鉄骨階段再塗装

体育館ガラス取替え

  実施状況及び効果の検証 

（１）修繕・改修の実施による劣化状況の改善 

平成28年度時点での評価一覧（平成24年度比較） 

 平成26年度･27年度に大規模改修３施設、D評価修繕15施設について、総工費約35億円かけ

て実施しました。 

 保全計画を踏まえつつ、予算見積り時に改めて現地調査を行い、改修部位、改修範囲、工法等

について検討した上で工事実施しました。 

平成24年度計画額 14億1,437万円 
平成26年度 大規模改修・Ｄ評価修繕工事費計 15億5,776万円 （プラス1億4,339万円） 

改修方針 
 大規模改修の工事内容は施設ごとに現地を再調査し設定。 

 Ｄ評価修繕 

• 利用者に対し、危険性が高い部分について改修を実施する。 

• 次の工事までに維持できるよう部分的に改修を実施する。 

P.7､P.8 

※ 

※ Ｄ評価修繕： 平成24年度に策定された５年間の計画に大規模改修として予定されていない施設のＤ判定となった 
           部位を安全・機能の確保から修繕を実施 
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C D D D - - B C C C - C B B - - B - B - - - - B - B C B - - 32.73

A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A 5.60

C D C C - C A B A C - D - B - - B - - B - B B B - - B - 29.90

A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A A 5.70

D D D D - - B B B B - B B A - - B - B - - A - B - C B B - A 27.90

A A C B - - B B B B - B B A - - B - B - - A - B - C B B - A 19.60

C D B D - - B B B B - B A C - - B A A B - B - - - A B C - B 27.65

C A B B - - B B B B - B A C - - B A A B - B - - - A B C - B 21.70

C C C D - B B B B B - B A - - - B - - A B - B - B - - - A B A - B 23.40

C C C C - B B B B B - B A - - - B - - A B - B - B - - - A B A - B 22.60

C B D B - C A A A A - A - B - - - - B - A B C C - - B 25.30

C B C B - C A A A A - A - B - - - - B - A B C C - - B 24.40

B C C B - D A C A A - A - A A A A - B - A B C C - - B A 21.10

A C C B - B A C A A - A - A A A A - B - A B C C - - B A 19.30

B A A - A B B B B - B - - C - A - - - - - B - D - - - - - - - - - - B - - 20.20

B A A - A B B B B - B - - C - A - - - - - B - B - - - - - - - - - - B - - 15.89

D B B - B A A A B - C A C A C A - - A A - A - A - - - C A - - A A - A 18.00

C B B - B A A A B - C A C A C A - - A A - A - A - - - C A - - A A - A 17.10

　
平
成
27
年
度

建築外部全面改修
内装リニューアル
エレベーター新設
設備改修（配管共）

粉末消火設備修繕

屋上防水一部改修
（立上り部）

建築外部全面改修
内装リニューアル
設備改修（配管共）
園庭、外構整備

屋上防水全面改修
外壁全面改修
外部手すり等再塗装
スチールサッシ調整

外壁全面改修
（ひび割れ補修含む）
外部手すり等再塗装

外壁庇一部改修
（ひび割れ補修含む）

-5.95

-0.80

大
規
模
改
修

Ｄ
評
価
修
繕

外部ドア修繕

屋上防水全面改修
ルーフドレイン更新

修繕・改修工事

主な工事内容

-24.20

-8.30

-27.13

-4.31

-0.90

-0.90

北口第一
駐車場

健康会館

滝ノ上会館

中砂保育園

松中小学校
（管理教室
棟）

柏小学校
（普通教室
棟）

第五中学校
（教室棟）

中砂第二学
童保育所

第六小学校
（管理教室
棟）

工
事
年
度

建物名
（施設名）

部位別評価　（上段：平成23年度現地調査　　下段：平成28年度検証）

差

1,451,680

365,271

5,346

4,187

3,823

44,975

33,681

1,123

45

-1.80

外部仕上げ 内部仕上げ 電気設備 給排水衛生設備

コスト
（千円）

空調換気排煙
設備

その
他設 現

況
劣
化
度

工
事
種
別

平成24年度計画額 16億599万円 
平成27年度 大規模改修・Ｄ評価修繕工事費計 19億1,013万円 （プラス3億414万円） 

計画コストとの差異の主な要因 

 施設評価は目視確認のみで、改修工法、影響範囲までは想定してない。 

 予算時の再調査により新たなＤ評価部位を確認 

 予算時の再調査により工事範囲を見直し 

 予算時の再調査により必要な工事を追加 

 軽微な部位は経過観察とし、修繕などで対応 

 労務費・資材費及び消費税率等の上昇 

P.15  評価は総合劣化度一覧に反映 

上段：平成24策定時 

A 
D 

Ｂ 
下段：平成26年度,27年度実施工事 
    状況の反映 

全面改修を行った場合 修繕や部分改修を行った場合 

評価見直しの例 

C 修繕を行った場合 

評価 ポイント 状態 

A評価 10 概ね良好 
B評価 40 部分的に経年劣化が見られる 
C評価 70 全体的に経年劣化が見られる 
D評価 100 早急に対応する必要がある劣化・不具合 

評価指標 

D D 

大規模改修を実施した３施設は全ての部位

でA評価に改善し、D評価となっていた部位

のD評価が解消されました。 
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平成
24年度

平成
28年度

平成
24年度

平成
28年度

5 1 第八小学校 29.91 47.00 76.91 68 58 こんぴら橋会館 18.30 18.48 34.00 52.48

6 2 第五小学校 29.32 47.33 76.65 59 59 消防団第二分団 20.00 14.35 37.00 51.35

7 3 けやき台小学校 29.52 46.71 76.23 72 60 幸学習館 23.50 27.00 50.50

8 4 第七小学校 32.05 43.75 75.80 73 61 消防団第十分団 21.67 28.00 49.67

30 5 第五中学校 21.63 31.02 44.57 75.59 74 62 消防団第九分団 22.10 26.00 48.10

9 6 第二中学校 25.93 49.43 75.36 75 63 曙学童保育所 19.10 29.00 48.10

11 7 第一中学校 22.04 51.80 73.84 77 64 柴崎市民体育館 23.80 24.00 47.80

12 8 第二小学校 25.80 48.00 73.80 76 65 高松会館 14.10 33.00 47.10

13 9 第四小学校 25.12 48.40 73.52 79 66 消防団第五分団 18.80 28.00 46.80

14 10 南砂小学校 29.94 43.33 73.27 78 67 一番福祉会館 19.70 27.00 46.70

34 11 高松保育園 20.70 27.50 45.00 72.50 80 68 柏町汚水中継ポンプ場 9.40 36.00 45.40

15 12 第三中学校 26.13 24.77 47.00 71.77 82 69 総合福祉センター 22.30 23.00 45.30

16 13 第十小学校 24.97 23.46 48.14 71.60 84 70 さかえ会館 21.10 24.00 45.10

26 14 大山小学校 23.40 26.84 44.75 71.59 81 71 南口第一立体駐車場 16.00 29.00 45.00

18 15 西立川保育園 30.30 40.00 70.30 87 72 天王橋会館 16.60 28.00 44.60

24 16 特別支援教育等施設 22.90 23.48 46.00 69.48 88 73 消防団第三分団 19.40 25.00 44.40

46 17 羽衣保育園 17.90 25.25 44.00 69.25 85 74 南口第二立体駐車場 17.80 26.00 43.80

22 18 砂川学習館 25.00 44.00 69.00 89 75 羽衣中央会館 15.30 28.00 43.30

27 19 第三小学校 20.36 21.98 46.80 68.78 69 76 南口立体有料自転車駐車場 28.00 19.00 24.00 43.00

39 20 柴崎保育園 19.20 23.75 45.00 68.75 91 77 泉市民体育館 6.00 37.00 43.00

21 21 若葉小学校 24.09 23.74 44.17 67.91 86 78 柴崎会館 16.80 26.00 42.80

19 22 松中小学校 27.90 23.76 42.80 66.56 97 79 柏学童保育所 13.50 29.00 42.50

32 23 第八中学校 26.35 27.13 38.50 65.63 90 80 総合リサイクルセンター 22.02 20.00 42.02

29 24 幸小学校 22.46 21.63 43.86 65.49 92 81 消防団第七分団 15.00 27.00 42.00

70 25 中里地区集会所 25.00 40.00 65.00 93 82 消防団第八分団 20.00 21.00 41.00

33 26 ドリーム学園 30.80 34.00 64.80 95 83 曙福祉会館 13.00 27.00 40.00

45 27 栄保育園 22.90 25.75 39.00 64.75 98 84 大山学童保育所 11.30 28.00 39.30

― 28 高齢者勤労生きがい支援センター ― 27.14 37.00 64.14 94 85 八ヶ岳山荘 11.25 28.00 39.25

20 29 練成館 17.50 20.96 43.00 63.96 96 86 柴崎福祉会館 13.80 25.00 38.80

36 30 第六中学校 22.48 41.22 63.70 99 87 幸福祉会館 14.20 24.00 38.20

37 31 第九中学校 26.58 36.80 63.38 101 88 錦児童館 17.80 19.00 36.80

38 32 西砂小学校 21.60 41.60 63.20 102 89 幸学童保育所 9.70 27.00 36.70

42 33 錦学習館 30.60 32.00 62.60 103 90 富士見連絡所 14.50 22.00 36.50

31 34 旧多摩川小学校 24.53 38.00 62.53 106 91 北口第三有料自転車駐車場 17.20 19.00 36.20

41 35 新生小学校 15.67 46.83 62.50 107 92 西砂学童保育所 15.20 20.00 35.20

47 36 幸児童館 18.80 43.00 61.80 104 93 西砂会館 13.10 22.00 35.10

28 37 柏小学校 27.65 22.78 39.00 61.78 105 94 羽衣地域福祉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 15.30 19.00 34.30

48 38 柏保育園 18.30 19.67 42.00 61.67 108 95 南砂学童保育所 11.00 20.00 31.00

58 38 若葉児童館 18.10 21.61 39.00 60.61 109 96 川越道緑地古民家園 6.20 24.00 30.20

54 39 歴史民俗資料館 26.10 27.65 32.00 59.65 111 97 柴崎シルバーワークセンター 5.50 16.00 21.50

51 40 上砂川小学校 31.05 28.33 59.38 112 98 上砂町雨水ポンプ場 6.50 14.00 20.50

53 41 若葉図書館 27.50 28.20 31.00 59.20 113 99 商店街活性化施設 5.70 14.00 19.70

52 42 第四中学校 11.34 47.17 58.51 114 100 消防団第六分団 7.50 7.00 14.50

63 43 中砂第二学童保育所 23.50 25.52 32.00 57.52 115 101 南口第一タワー有料自転車駐車場 6.70 6.00 12.70

49 44 羽衣福祉作業所 21.60 19.26 38.00 57.26 116 102 市役所 5.60 7.00 12.60

56 45 第七中学校 19.98 36.60 56.58 117 103 南口第二タワー有料自転車駐車場 4.40 6.00 10.40

57 47 一番福祉作業所 29.20 28.17 28.00 56.17 118 104 子ども未来センター ― ― ―

62 48 滝ノ上会館 21.60 23.05 33.00 56.05 119 104 市民会館 ― ― ―

55 49 西砂学習館 19.10 17.42 38.00 55.42 120 104 第一小学校 ― ― ―

64 50 西砂児童館 27.00 26.42 28.00 54.42 35 104 富士見児童館 ― ― ―

60 51 栄福祉作業所 21.20 19.42 35.00 54.42 40 104 羽衣児童館 ― ― ―

65 52 健康会館 18.00 17.10 37.00 54.10 ― 104 ファーマーズセンターみのーれ立川 ― ― ―

61 53 こぶし会館 25.70 23.53 30.00 53.53 2 104 第九小学校 ― ― ― ―

67 54 斎場 16.50 37.00 53.50 3 104 第六小学校 ― ― ― ―

66 55 けやき台学童保育所 24.30 23.98 29.00 52.98 4 104 中砂保育園 ― ― ― ―

50 56 消防団第四分団 27.50 20.74 32.00 52.74 43 104 高松学童保育所 ― ― ― ―

71 57 消防団第一分団 11.10 12.69 40.00 52.69 1 104 富士見福祉作業所 ― ― ― ―

総合
劣化度

築後
年数

現況劣化度 現況劣化度
平成
24年
度

順位

平成
28年
度

順位

建物名（施設名）
築後
年数

平成
24年
度

順位

平成
28年
度

順位

建物名（施設名）
総合

劣化度

 総合劣化度の高い施設（劣化の進んでいる施設）から順に並べた施設一覧は、次のとおりです。 

 総合劣化度が同ポイントの場合は、現況劣化度の高い建物を上位とします。 

■施設の総合劣化度一覧 

□施設の総合劣化度一覧 

：平成26、27年度保全実施施設 

P.9～P.10 

：70以上 

総合劣化度区分 

：60以上70未満 ：50以上60未満 ：50未満 

：平成28年度現地調査による結果 

  実施状況及び効果の検証 
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Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
（70点以上） （60点以上70点未満） （50点以上60点未満） （50点未満）

　第八小学校（76.91） 　第三小学校（68.78） 　上砂川小学校（59.38） 　柏町汚水中継ポンプ場（45.40）

　第五小学校（76.65） 　若葉小学校（67.91） 　第四中学校（58.51） 　総合リサイクルセンター（42.02）

　けやき台小学校（76.23） 　松中小学校（66.56） 　第七中学校（56.58） 　上砂町雨水ポンプ場（20.50）

　第七小学校（75.80） 　第八中学校（65.63） 　市役所（12.60）

　第五中学校（75.59） 　幸小学校（65.49） 　第一小学校（－）

　第二中学校（75.36） 　第六中学校（63.70） 　第六小学校（－）

　第一中学校（73.84） 　第九中学校（63.38） 　第九小学校（－）

　第二小学校（73.80） 　西砂小学校（63.20）

　第四小学校（73.52） 　旧多摩川小学校（62.53）

　南砂小学校（73.27） 　新生小学校（62.50）

　第三中学校（71.77） 　柏小学校（61.78）

　大山小学校（71.59）

　第十小学校（71.60）

（13建物） （11建物） （3建物） （7建物）

　高松保育園（72.50） 　羽衣保育園（69.25） 　若葉図書館（59.20） 　消防団第十分団（49.67）

　西立川保育園（70.30） 　砂川学習館（69.00） 　中砂第二学童保育所（57.52） 　消防団第九分団（48.10）

　柴崎保育園（68.75） 　羽衣福祉作業所（57.26） 　曙学童保育所（48.10）

　ドリーム学園（64.80） 　一番福祉作業所（56.17） 　柴崎市民体育館（47.80）

　栄保育園（64.75） 　滝ノ上会館（56.05） 　高松会館（47.10）

　錦学習館（62.60） 　西砂学習館（55.42） 　消防団第五分団（46.80）

　幸児童館（61.80） 　西砂児童館（54.42） 　一番福祉会館（46.70）

　柏保育園（61.67） 　栄福祉作業所（54.42） 　総合福祉センター（45.30）

　若葉児童館（60.61） 　健康会館（54.10） 　さかえ会館（45.10）

　こぶし会館（53.53） 　天王橋会館（44.60）

　けやき台学童保育所（52.98） 　消防団第三分団（44.40）

　消防団第四分団（52.74） 　羽衣中央会館（43.30）

　消防団第一分団（52.69） 　泉市民体育館43.00）

　こんぴら橋会館（52.48） 　柴崎会館（42.80）

　消防団第二分団（51.35） 　柏学童保育所（42.50）

　幸学習館（50.50） 　消防団第七分団（42.00）

　消防団第八分団（41.00）

　曙福祉会館（40.00）

　大山学童保育所（39.30）

　柴崎福祉会館（38.80）

　幸福祉会館（38.20）

　錦児童館（36.80）
　幸学童保育所（36.70）

　西砂学童保育所（35.20）

　西砂会館（35.10）

　南砂学童保育所（31.00）

　消防団第六分団（14.50）
　子ども未来センター（－）

　市民会館（―）

　中砂保育園（―）
　富士見福祉作業所（―）

　羽衣児童館（―）

　富士見児童館（―）

　高松学童保育所（―）

（2建物） （9建物） （16建物） （34建物）

　特別支援教育等施設（69.48） 　歴史民俗資料館（59.65） 　南口第一立体駐車場（45.00）

　中里地区集会所（65.00） 　斎場（53.50） 　南口第二立体駐車場（43.80）

　高齢者就労生きがい支援センター
　　（64.14）

　南口立体有料自転車駐車場（43.00）

　練成館（63.96） 　八ヶ岳山荘（39.25）

　富士見連絡所（36.50）

　北口第三有料自転車駐車場
　　（36.20）
　羽衣地域福祉サービスセンター
　　（34.30）

　川越道緑地古民家園（30.20）

　柴崎シルバーワークセンター
   （21.50）

　商店街活性化施設（19.70）

　南口第一タワー有料自転車
　　駐車場（12.70）
　南口第二タワー有料自転車
　　駐車場（10.40）

　フォーマーズセンターみのーれ立川（―）

（0建物） （4建物） （2建物） （13建物）

15建物　（Ｈ24策定時　19建物） 24建物　（Ｈ24策定時　29建物） 21建物　（Ｈ24策定時　23建物） 54建物　（Ｈ24策定時　49建物）

114建物

総合劣化度

施
設
重
要
度

Ⅰ
（高）

Ⅱ
（中）

Ⅲ
（低）

建物数

低高

高

低

総合劣化度と施設重要度による保全優先度 

（ ）内の数値は総合劣化度 

優先度 

１ 
優先度 

２ 
優先度 

３ 
優先度 

４ 

優先度 

２ 
優先度 

３ 
優先度 

４ 
優先度 

５ 

優先度 

３ 
優先度 

４ 
優先度 

５ 
優先度 

６ 

※2 

※2 

※ 1は建替えを実施した施設 

※2 

※ 2は大規模改修を実施した施設 

※1 

※1 
※2 

※2 

※2 

平成31年度～５年間の工事対象施設 
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直接工事費
(百万円)

合計
（百万円）

662 118 780 168 27.4%

118 26 144 -225 -60.9%

252 41 294 142 93.2%

274 274 -16 -5.4%

68 4.8%1,492

共通費
（百万円）

実施（設計額）

差部　位
直接工事費
(百万円)

合計
（百万円）

建築 490 122 612

電気設備 296 74 370

機械設備 122 30 152

仮設校舎 289 289

総合計 1,423

共通費
（百万円）

計画時（平成24年度）

延床面積 ： 6,570㎡ （増築部分含む） 

総工事費 ： 14億9,155万円 （設計額） 

 改修方針と内容 

① 老朽化した施設の長寿命化 

• 外壁改修、屋上防水改修 

• 内装仕上・設備更新 

• プール改修、建物躯体補修 等 

④ 非構造部の耐震化 

• 天井仕上材耐震対策 

• 設備機器耐震対策 

• 屋上フェンス等転倒防止 

⑤ 防災機能の強化 

• 機械室を防災備蓄倉庫に改修 

• 受水槽の更新 

• 非常用発電機設置 

② 施設のバリアフリー化 

• エレベーター設置 

• 多目的トイレ設置 

• 各所スロープ設置 

③ 施設の省エネルギー化 

• ペアガラス建具設置 

• 天井・壁断熱改修 

• ＬＥＤ照明設置、空調改修 等 

 工事費の実施状況（税抜き） 

第九小学校の大規模改修 

工   期 ： 平成26年７月～平成27年３月 （８か月間） 

床面積あたりの 単 価 ： 227,024円/㎡ 

 改修内容 

  実施状況及び効果の検証 

改修前 改修後 

第九小学校は平成26年度に保全計画の大規模改修の最初の取り組みとして平成24年度に基本

設計、平成25年度に実施設計を実施し、平成26年７月に工事着手し、平成27年3月までの単年

度で実施しました。 

躯体を残し、仕上げ、設備機器、配管、配線の改修を実施しました。設置しての間もない空調

機器等は一時保管し、再度設置しました。また、教室の床はフローリングブロックを研磨し、再

塗装を施し、再利用しています。 

屋内運動場は、改修に合わせ、非構造部材の耐震補強を実施し、災害時の避難場所としての機

能向上も実施しました。 

これまでに、行っていないプールの改修を実施しました。 
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 改修後の状況 

 

 

 

 

検証結果 

コスト面（Ｈ24年度策定時との相違） 整備レベル面及び施工面 

 計画時に想定していない工事 
• 倉庫等の附属屋及び外構の改修費 
• 躯体コンクリートのひび割れ等の補修工事 
• 体育館の内部足場 

 詳細調査による工事内容の相違 
• 内部間仕切りは修繕から更新工事に変更 
• 空調熱源を電気からガスに変更 

 その他 
• 労務費の上昇 
 

• 工事範囲・工事内容・単価等の見直しが必要。 
• 全熱交換器・換気等の機器選定・運用方法の検討が
必要 

• ランニングコストの低減化 

 整備レベルについて 
• スケルトン改修により、躯体の補修、配管を含めたリ
ニューアルが可能。 

• 学習内容・学習形態に合わせた改修が可能。 
• エレベーター・多目的トイレの設置により、バリアフ
リー機能の向上が図れた。 

• ＬＥＤ照明・節水トイレ等により、省エネが図れた。 

 施工面について 
• 単年度で施行することにより、児童・近隣住民に与え
る影響が最小限 
 

 

• エレベーター・多目的トイレの設置スペースの確保。 
• 防災設備などの既存不適格対応。 

学校の大規模改修における今後の課題 

【南棟南西面外壁】

←外壁補修のうえ塗装改修

※住環境を害さないよう
色彩を景観的に配慮

【北棟校舎裏】

災害時飲料水
10ｔ確保→

←オストメイト設備
同空間に設置

【南棟１階】 【男子便所】

↓床仕上新設

壁仕上新設→

↑天井仕上新設

衛生器具新設→

※居心地の良い空間を創出

【一般教室】

↑照明器具新設

↓既存床研磨・塗装

←壁仕上新設
（家具等共）

↑天井仕上新設

←建具新設

※家具等は木質化を配慮

【東側昇降口】

スロープ設置
↓

※各所適宜設置【体育館】

↑照明器具新設
（ＬＥＤ照明）

↓既存床研磨・塗装

壁仕上塗装→

防音壁新設→

←建具新設

【プール】

↓防水層新設

↓日除け新設

↓シート新設

↓防水層新設

多目的トイレ設置 外壁改修 

トイレ内装改修 

受水槽更新 

一般教室内装改修 

昇降口スロープ設置 

体育館内装改修 プール改修 
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中規模改修Ａ・Ｂ

屋上防水や設備機能の
機能低下に合わせて、
20年程度の周期で実
施する改修工事

中規模改修Ａ 中規模改修Ｂ

パターン1 築18年未満の場合 （例：一小 現在築2年等）

パターン2 大規模改修をしない場合 （例：一中、二中等 ）

パターン3 大規模改修をする場合 （例：上砂川小等）

新築 大規模改修 解体

新築 中規模改修 大規模改修 解体

新築 中規模改修 大規模改修 解体中規模改修Ｂ

中規模改修Ｃ

コ
ス
ト

経年

現在

コ
ス
ト

経年

コ
ス
ト

経年

現在

中
規
模
改
修
Ａ

中
規
模
改
修
Ｂ

中
規
模
改
修
Ｂ

中
規
模
改
修
Ｃ

パターン4 大規模改修をする場合 （例：第五小学校等）

新築 中規模改修 大規模改修 解体中規模改修Ｂ
コ
ス
ト

経年

中
規
模
改
修
Ｂ

現在

現在

（１）修繕・改修サイクルの設定 

年 
18 70 35 53 竣工 

■中間年で大規模改修を行い、機能向上を図る。 

長寿命化のイメージ （躯体の目標耐用年数の70年間使用する場合） 

機能向上 
（大規模改修） 

機能回復 
（中規模改修） 

機能回復 
（中規模改修） 

経年による機能・性能の劣化 
建替え 

築18年目 
中規模改修 

築35年目 
大規模改修 

築53年目 
中規模改修 

経年により通常発生する損
耗、機能低下に対する復旧
措置を行い、機能を回復さ
せる。 

近年の社会的要求（省エネ
化、ライフラインの更新
等）に応じた改修を行い、
機能を向上させる。 

経年により通常発生する損耗、
機能低下に対する復旧措置に
加え、社会的要求も一部反映
し、機能を回復させる。 

躯体の健全性調査 
５年ごとの保全計画改訂時に、長寿命化に適さない施設は、躯体の健
全性調査を行い、結果に応じてその後の改修内容を検討する。 

躯体の健全性調査 

 長寿命化にあたり建物が経年で老朽化するほか、耐震性能や省エネ性能などの社会的要求水準は

年々高まるため、定期的に修繕・改修を行わなければ建物の機能に支障が生じます。 

 そこで、建物の目標使用年数の中間年で、建設時の水準を省エネ、バリアフリー、防災等を含む

大規模改修を行うこととします。さらに部位の更新時期に合わせて20年程度の修繕周期を設定

（中規模改修）することで建物に求められる性能を維持します。 

（２）建築年別の今後の対応 

中規模改修Ａ 中規模改修Ｂ 

パターン1  築18年未満の場合 （例：一小 現在築2年等） 

パターン2  大規模改修をしない場合  （例：一中、二中等 ）  

パターン3  大規模改修をする場合 （例：上砂川小等）  

新築 大規模改修 解体 

新築 中規模改修 大規模改修 解体 

新築 中規模改修 大規模改修 解体 中規模改修Ｂ 

中規模改修Ｃ 

コ
ス
ト 

経年 

現在 

コ
ス
ト 

経年 

コ
ス
ト 

経年 

現在 

中
規
模
改
修
Ａ 

中
規
模
改
修
Ｂ 

中
規
模
改
修
Ｂ 

中
規
模
改
修
Ｃ 

中規模改修Ｃ 

大規模改修を行ってい
ないため、トイレの洋
式化、多目的トイレな
ど、可能なスペースが
あれば対応する。 

  各種基準等の見直し 

パターン4  大規模改修をする場合 （例：第五小学校等）  

新築 中規模改修 大規模改修 解体 中規模改修Ｂ 
コ
ス
ト 

経年 

中
規
模
改
修
Ｂ 

中規模改修Ｃ

大規模改修を行ってい
ないため、トイレの洋
式化、多目的トイレな
ど、可能なスペースが
あれば対応する。

解体までの年数が15年以内の建物は中規模
改修を実施せずＤ評価部位の修繕を実施。 

中規模改修Ａ・Ｂ 

屋上防水や設備機能の
機能低下に合わせて、
20年程度の周期で実
施する改修工事 

現在 

現在 

148



電気設備

給排水衛生
設備

建築

省
エ
ネ
化

バ
リ
ア
フ
リ
ー

雨水・中水利用

ＬＥＤ照明に交換
（人感センサー、照度センサー付）

ＬＥＤ照明に交換 蛍光灯（Hf）照明更新

節水型便器節水型便器
節水型便器

小便器（センサー）

空調設備
中央方式

ヒートポンプ式
マルチエアコン

全熱交換器
（CO2センサー付）

換気扇

スロープ
手 すり

昇降機 乗用エレベーター
車 椅子対応
エレベーター

建築

防
災
・防
犯

自家発設備 非常用自家発設備 発電機（ポータブル）

給排水設備
災 害時飲料用

受水槽ステンレス製

トイレ
多目的トイレ

車 椅子用トイレ

インターホン 管 理室・教室

非構造部の耐震化

エアコン

防犯カメラ 防 犯カメラ 防 犯カメラ（正）

モニター付

災害時飲料用
受水槽ＦＲＰ製

全熱交換器

校庭開放用

部 位 改修メニ ュ ー（機能向上） 既存の
整備レ ベル

蛍光灯

建設時の便器

雨水・中水利用なし

中央方式

換気扇

スロープ
手すり

なし

なし

なし

なし

なし

玄関

あり

災害時飲料用
受水槽（20ｔ）ＦＲＰ製

部 位

外
部
仕
上
げ

屋根・屋上

外壁

外部開口部
（校舎）

オプション

高 低

外断熱保護防水
（断熱材40mm）

（既存撤去）

外断熱パネル

サッシ交換
（Ｌｏｗ-e

ペアガラス）

日射抑制措置
（ﾗｲﾄｼｪﾙﾌまたは庇）

浮き部補修
クラック補修程度

手すり等の鉄部塗装

シーリング打替え
開閉調整程度

改修メニ ュ ー（整備レベル）

外断熱露出防水
（断熱材40mm）

（既存の上）

外壁塗装
（防水型複層塗材）

内断熱 断熱なし

既存サッシの
強化ガラス交換
（ペアガラス）

既存のまま

浮き部補修
クラック補修程度

内部仕上げ
（教室等）

トイレ

内装の
全面撤去・更新

（木質化）

内
部
仕
上
げ

床補修
壁・天井塗替え

床補修
壁・天井塗替え

既存のまま

既存のまま

外壁塗装
（光触媒フッソ樹脂塗装）

露出防水
（内断熱 25mm）

（既存の上）

サッシ交換
（カバー・はつり工法）

（複層ガラス等）

外部開口部
（体育館）

サッシ交換
（カバー・はつり工法）

（ペアガラス）

手 すり等の更新
（スチール製）

手すり等の更新
（アルミ・ステンレス製）

床補修
壁・天井撤去・更新

既存のまま黒板更新黒板・ロッカー等更新

内装の全面撤去・更新
内装の全面撤去・更新

ドライ化

既存のまま洋 式化洗浄機能付き便座
洗浄機能付き便座

（一部）

サッシ交換
（Ｌｏｗ-e

ペアガラス）

シーリング打替え
開閉調整程度

既存サッシの
強化ガラス交換
（ペアガラス）

サッシ交換
（カバー・はつり工法）

（複層ガラス等）

サッシ交換
（カバー・はつり工法）

（ペアガラス）

既存の
整備レ ベル

アスファルト防水

複層塗材

スチールサッシ
アルミサッシ

スチールサッシ
アルミサッシ

コンクリート庇

スチール手すり

（修繕レ ベル）

床：フローリングブロック
壁：ＥＰ塗装

天井：ボードＥＰ塗装

ウエット
（タイル張り）

和式
洋式（各所１台）

断熱なし

改修案
内部改修と同時に実施し機能向上を図る改修

案内板・カウンター 誘導ブロック 車椅子対応駐車場

FF式ヒーター

 整備レベルは、大規模改修を実施した第九小学校等の改修内容を基に、建築は部位別で整理し、

設備等は省エネ化や、バリアフリー、防犯・防災等の機能向上を観点に以下のように整理します。 

  

    

（３） 建替え・大規模改修時の整備レベルの設定【学校施設の例示】 
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次の20年間
51.7億円/年
（平成24年策定時）

直近５年間の保全計画
147億円

（29.4億円/年）

平準化による
改修等コスト
最初の20年間

32.8億円/年

平成26年度～45年度

最初の20年間
33.0億円/年

（平成24年策定時）

最初の５年間
130億円

（26.0億円/年）
次の１０年間380億円
38.0億円/年

その次の２０年間の計画
建替えが中心

平成46年度～65年度

平準化による
建替え等コスト
次の20年間

51.6億円/年

35年間で約1,559億円
44.5億円/年

実績 実施 直近５年間予定
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  今後５年間の実施計画及び中長期改修計画の策定 
（１）長期の計画（平成31年度からの35年間の保全計画） 

次の20年間 
51.7億円/年 
（平成24年策定時） 

直近５年間の保全計画 
147億円 

（29.4億円/年） 
 

平準化による 
改修等コスト 
最初の20年間 

32.8億円/年 

平成26年度～45年度 

最初の20年間 
33.0億円/年 

（平成24年策定時） 

最初の５年間 
130億円 

（26.0億円/年） 
次の１０年間380億円 
38.0億円/年 

その次の２０年間の計画 
建替えが中心 

平成46年度～65年度 

平準化による 
建替え等コスト 
次の20年間 

51.6億円/年 

35年間で約1,559億円 
44.5億円/年 

実績 実施 直近５年間 予定 修繕費 
調査設計費 
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（実績、H24計画、直近5年） 
 本計画は現在の公共施設を適切かつ良好に維持・運営していくために、施設を安全・良好な状態で提供する保

全管理のあり方をとりまとめた計画であり、今後の公共施設の再編の影響は考慮していません。 

 築後35年目までに大規模改修を実施する場合、ほとんどの建物がこれまで大規模改修を行っていないため、直

近に改修が集中してしまい、改修にかかるコストが突出することになります。 

 一度に多くの建物を整備することは、財政的、施行体制上も困難です。そのため、保全優先度に従い、毎年の

コストの平準化を図り実施しています。 

 平成26・27年度までの実績を検証し、課題を整理した上で新たな平準化のルールを加えます。 

 国の補助金制度等の活用や、地域配分を考慮し平準化します。 

 財政状況、社会情勢の変化によっては計画変更が生じる場合があります。 

 本計画は建物の劣化度に応じた計画であり、学校の統合計画、保育園の民営化計画など他の計画の策定状況に

よっては、計画の変更が生じる場合があります。 

 本計画は現在の公共施設を適切かつ良好に維持・運営していくために、施設を安全・良好な状態で提供する保

全管理のあり方をとりまとめた計画であり、今後の公共施設の再編の影響は考慮していません。 

（億円） 
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次の20年間
51.7億円/年
（平成24年策定時）

直近５年間の保全計画
147億円

（29.4億円/年）

平準化による
改修等コスト
最初の20年間

32.8億円/年

平成26年度～45年度

最初の20年間
33.0億円/年

（平成24年策定時）

最初の５年間
130億円

（26.0億円/年）
次の１０年間380億円
38.0億円/年

その次の２０年間の計画
建替えが中心

平成46年度～65年度

平準化による
建替え等コスト
次の20年間

51.6億円/年

35年間で約1,559億円
44.5億円/年

実績 実施 直近５年間予定

  
グラフを分かり易く 

（理事者説明時には考え方） 

最終的にはコストを求めてきっちり
仕上げる 

 今後35年間は、次の5年間（平成31年度～平成35年度）の計画から松中小学校、幸小学校、柏小学校の3校

を、平成36～38年に年1校づつ先送りします。 

③ 今後35年間の長期計画（平成31年度～平成65年度） 

 次の５年間は、Ｈ24年度策定時の平成31年度～35年度（５年間）施設を対象としています。 

 なお、最初の5年間から移動となった第七小学校、第二小学校は平成それぞれ31年度、32年度に移動します。 

 また、以下に示す理由による施設を除いた33施設を現地調査・劣化度評価を実施し、保全優先度により平準化

を行いました。 
• 耐震診断結果による建替え、解体 

• 指定管理者の導入に併せた大規模改修実施済施設 

 次の10年間は年平均38.0億円が見込まれており、当初計画の33億円から5億円（13.2％）の増加となります。 

 その次の20年間は年平均51.7億円となります。 

 平成31年度からの35年間にかかるトータルコストは1,559億円となり、年平均44.5億円になります。 

 

修繕費 
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  整備順位の設定によるコストの平準化 

 大規模改修：整備レベルに基づく改修 

 中規模修繕：屋上、外壁等の修繕や設備の更新など施設の機能維持のための修繕 

 Ｄ評価（早期に対応が必要）修繕：劣化調査のＤ評価の部位を修繕費の範囲の中で改善 

 その他緊急修繕：早急な対応を要する故障、不具合への対応 

 

（参考）年度別・施設別の保全計画【改訂版】 

■ 平成26年度から30年度 

※平成24年度計画を基に学校施設と中砂保育園の計画を補正したものです。 

（千円）

第一中学校 2,877,762

第二中学校 2,988,546

第三中学校 3,100,491

第八中学校 1,722,135 さかえ会館 144,730 上砂川小学校 1,364,038

幸小学校 1,443,962 柴崎会館 167,651 第七中学校 1,869,984

柏小学校 1,555,746 天王橋会館 121,283 幸児童館 71,571

第六中学校 1,825,327 消防団第三分団 13,751 高松会館 59,260

第九中学校 1,827,995 羽衣中央会館 155,077 総合福祉センター 1,047,706

健康会館 901,449 消防団第七分団 13,801

斎場 94,744 曙福祉会館 134,677

中里地区集会所 24,626 柴崎福祉会館 608,520

柏町汚水ポンプ 24,370 柏学童 26,950

幸学習館 170,304 大山学童 27,027

消防団第十分団 13,668 幸福祉会館 254,214

消防団第九分団 15,335 幸学童 27,051

曙学童保育所 23,475 南口第一立体駐車場 81,738

柴崎体育館 1,288,342 南口第二立体駐車場 62,566

一番福祉会館 168,073 八ヶ岳山荘 426,047

消防団第五分団 13,683 川越道緑地古民家園 82,957

西砂小学校 256,571 西砂学童 7,337 市役所 1,505,366 富士見児童館 32,787

新生小学校 297,250 南砂学童 8,098 第一小学校 518,280 羽衣児童館 34,182

第四中学校 447,746 消防団第六分団 4,410 泉体育館 483,113
ファーマーズセン
ターみのーれ立川

26,216

南口立体自転車 9,401 富士見連絡所 6,376 子ども未来センター 378,402 富士見福祉作業所 10,016

総合リサイクル 501,407 羽衣地域サービス 126,596 南口第一タワー自転
車

12,750 高松学童保育所 13,469

上砂町ポンプ 28,619 北口第三自転車 7,498 南口第二タワー自転
車

1,970

消防団第八分団 4,314 柴崎シルバーワーク 46,935 市民会館 701,302

錦児童館 40,608 商店街活性化 6,016 旧多摩川小学校 916,074

西砂会館 46,288

建替

大
規
模
改
修

中
規
模
改
修

平成36年度～40年度（５年間） 平成41年度～45年度（５年間）

■ 平成36年度から45年度（平成24年度策定を基に追記） 

建替

計

第七小学校
[錦]

995,825
第二小学校
 [曙]

1,496,440
大山小学校
 [上砂]

1,171,194

高松保育園
[高松]

143,320
羽衣保育園
 [羽衣]

232,511
柴崎保育園
 [柴崎]

215,385

若葉図書館
[若葉]

282,587
若葉児童館
 [若葉]

129,088
こぶし会館
 [幸]

336,472

滝ノ上会館
[富士見]

172,622
西砂学習館
 [西砂]

258,433
けやき台学童保育
所　 [若葉]

35,448

中砂第二学童
保育所　[幸]

50,997
特別支援教育等施
設    [錦]

134,076
消防団第四分団
 [上砂]

18,742

計 1,645,351 2,250,548 1,777,241

第五中学校
[上砂]

612,432
第三中学校
 [羽衣]

622,066
第十小学校
 [柏]

391,937

練成館
 [柴崎]

136,261
一番福祉作業所
[一番]

50,005

計 748,693 622,066 441,942

修繕費
計

338,000 338,000 338,000

工事費合計 2,732,044 3,210,614 2,557,183

調査設計費 128,425 102,287 121,125

合　　計 2,860,469 3,312,901 2,678,308

平成31年度 平成32年度 平成33年度

大規模改修

中規模改修

（千円）

合　計

若葉小学校
 [若葉]

1,454,354
松中小学校
 [一番]

1,487,394

栄保育園
 [栄]

246,985
柏保育園
 [柏]

272,403

歴史民俗資料館
 [富士見]

445,071
こんぴら橋会館
 [砂川]

172,292

羽衣福祉作業所
 [羽衣]

68,273
栄福祉作業所
[栄]

117,507

消防団第一分団
 [西砂]

12,726
消防団第二分団
 [西砂]

15,602

高齢者就労生きがい

支援センター[錦]
136,188

2,227,409 2,201,386 10,101,935

第三小学校
 [錦]

462,714
西砂児童館
 [一番]

68,140

462,714 68,140 2,343,555

338,000 338,000 1,690,000

3,028,123 2,607,526 14,135,490

104,301 113,218 569,356

3,132,424 2,720,744 14,704,846

平成34年度 平成35年度

■ 平成31年度から35年度 
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  保全計画策定による効果 

立川市公共施設保全計画は、 

公共施設の維持更新について、対象となるすべての施設の適切・良好な保全の視点か

ら、施設の長寿命化や効率的な維持管理によりコスト削減を図りながら、建替え・改

修等の優先順位付けを行い、コストの平準化を図った計画です。 

≪保全計画策定による効果≫ 

 劣化調査に基づく評価により優先順位を明確化 

① 施設の優先順位付けにより、計画的な保全が実現 

 部分的な補修の無駄をなくし、計画的な修繕・改修を実現。 

② 修繕・改修の実施時期が明確化し、 

   それに合わせた施設管理が実現 

 早急な対応が必要なＤ評価部位を把握し、改修を実施。 

 今後も継続的な劣化調査と修繕を実施。 

③ 施設の安全確保 

 ライフサイクルを勘案した最適な整備レベルを用途別に設定し、

省エネ・防犯・防災対策、居室環境の向上を実現。 

 個別施設の整備内容を検討する際の効率化と、実施後の効果

検証が実現。 

 工事実施状況を検証し、修繕・改修コストのより詳細化を実現。 

④ 整備レベル・維持管理レベルの基準化 

 直近５年間の改修計画により、個別施設の実施検討を市民・議

会・庁内で議論できる。 

⑤ 年度ごとの合意形成が容易に 

これまでの課題 

 築30年以上の施設が

多くを占め、大規模改

修等が必要な時期を

迎えている。 

 故 障 や 不 具 合 が 起

こった後に、部分的な

補修や設備機器の交

換で対応していた。 

 屋上・外壁等が劣化し、

躯体にダメージを与え

るところまで深刻化し

ていたり、早急な安全

確保が求められる施

設があった。 

 所管課からの建替え

や大規模改修の要求

に優先順位をつける

ルールがなかった。 

 施設をいつまで使うの

か、どんな改修をする

のか、基準があいまい

だった。 

 竣工当時の仕様のま

まで、トイレやバリアフ

リー、省エネ等の水準

が社会的ニーズに適

合していなかった。 

● 

● 

● 

等 

 部分的な補修の無駄をなくし、計画的な修繕・改修を実現。 

 今後、再編個別計画の検討時期や取組効果を検証するための

ベースとして活用できる。 

（保全の優先順位と工事実施時期を踏まえ、再編検討が必要な

時期を明らかにできる。） 

（施設の複合化・集約化・廃止などの効果を、保全コストの縮減

額として定量化できる。） 
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